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＜連絡事項＞

· 本日、食事サービス委員会があります。

· 12/12　院内研修「褥創について」が3階会議室であります。
＜外来情報＞

· 大久保　律子様～朝、嘔気があるとの事でガスター（胃消化剤）が処方。

· 森田　清助様　～発熱はないが風邪症状訴えＰＬ（総合感冒薬）が3日分処方。

· 伊藤　雄一様　～徐々にデイケア利用に向けていく予定との事。

＜利用者様情報＞

· 北嶋　剛様～「最近、幻聴がありつらい。」との訴えあり。飼っている犬が凶暴で吠えるとうるさ　　　

いと近所から苦情があってから、散歩中、周囲に誰もいなくても苦情が聞こえたりするとの事。辛い時は母親に散歩を頼んだりしており、本日デイケア終了後、三川神経科内科クリニック受診予定との事。どのように主治医へ伝えたら良いのか相談あり。又、デイ利用中の女性メンバーに好意を抱いており、相手の女性メンバーへ気持ちを伝えようと思っているとの事。

⇒・何が辛いのか主治医に伝えるよう促す。

・気持ちを伝える事は本人の自由だが、互いに治療の場として利用している事を伝える。

・今後、適度な距離を保てるよう見守っていく。

· 小野寺　のり様～本日、起床時の血圧86/56ｍｍＨｇ。再検にて73/50ｍｍＨｇであり、歩行時の
　　　　　　　　フラツキが見られているとの情報あり。来所後は徐々に回復し体育館にも移動
　　　　　　　　され昼食後は132/69ｍｍＨｇとなっている。

⇒・歩行状態を注意して観察して行く。

・傾眠状態時は声掛けする等、状態変化に注意する。

＜給食サービス委員会の意見まとめ＞

～良かった点～

· 麺類がおいしいので増やして欲しいとの希望が多い。

· 料理教室の調味料が内容明示されタッパーに準備され、作りやすかった。

· レストランで利用者様が汁物を盛る際、床にこぼれる事が多いが迅速に始末してくれた。

· お茶が不足していた際、ポットに準備してくれ助かった。

～今後、改善して欲しい点～

· 12/7の昼食のごぼうサラダが固いと半数の方が残していた。

· 11/30、12/5の選択メニューの副食が不足していた事あり。

· うどんの汁がぬるいとの声あり。

· 11/30、昼食のカニチャーハンの味が薄かった。

· スタッフに用事があり、呼んでも機械の音のせいか聞こえない。出来ればカウンター近くにいて欲しい。

＜デイナイトケア事例検討＞

○倉石　ヨシエ様（75歳・統合失調症）　

　　現状～・デイナイトケア利用当初は体育館プログラム時、膝痛を理由に移動を渋る発言多かったが今はスムーズに出来ている。

・風邪を引き欠席しても回復後は不調を訴えず通所できている。

・ラジオ体操は椅子に座り上半身のみ実施している。

・体重は67～71ｋｇと経過。固めの副食は好まずバナナなど軟らかい間食を好む。

・自分から話し掛けることは少ないが話し掛けるとスムーズに会話を保つ。

・最近、受診時に「寝てる時に馬子がパカパカ通ってくるんだよ。」と主治医に

訴えている。以後、行動化はないがミーティング中に「神様の声が聞こえた。」と

スタッフに話している。スタッフから聞かない限り妄想的発言はなく、今後の状態懸念される。

今後の対応としては「現状維持」が基本

⇒・日常生活が乱れず、通所する意欲はある事を評価する。

・共存してきた妄想が訴えとなっているので何らかの変化に注意していく。

・歩行状態が不安定になりがちな為、見守っていく

○岩城　敏夫様（67歳・統合失調症）

　　現状～・特に病状の変化はないが、妄想的発言が聞かれている。

・平成16年にペースメーカー挿入。「左手がしびれる。痛い。脈がおかしい。長生きしないのでは？」と不安発言あるが日赤病院受診時に問題ないと説明受けている。

・最近はデジタルカメラを購入し「写真を現像してくれない。」など被害的発言あり。

・一方的に話し掛け会話を終える事あり。

・1人でバスに乗り街への外出は出来ている。（買い物・散髪‥）

・最近、「結婚する気はない。女を愛する年は過ぎた。」と話されている

・自室は物が溜まっている状況。

・スタッフの声掛けで入浴している。

今後の対応として

⇒・社会資源を利用できる点を評価する。

・ペースメーカーを挿入しており、身体上の変化なども注意してみていく。

・「脈がおかしい。」などの訴えがある際は、バイタル測定し本人の不安軽減に努める。

＜伝達講習～勤務時間内に終える記録テクニック＞

～現場の声として～

· 「時間がなくて記録できない。」

· 「忙しい。」

⇒以上2つの声が多い。これは現実的な問題でなく本人の気持ちの問題が多い。

　もちろん、個人の技術差（観察力・用語）もある。

★本来は記録も大切な間接的ケアという意識をもつ事が大切。本当なら実践した事をすぐ記録できれば一番良いが現実には難しい事も多い。記録も合わせて時間内に終える事でケアの終了となる。

⇒では、どうすればいいか？

· 現実的に出来る一つの手段としてメモをとる事が大切。（思い出す、記録をたどって書く記録には

考えると言う無駄な時間を費やしてしまう。）

